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　小児の身体発育は著しく、昭和25年斎藤。船川値1レと

昭和35年厚生省値2レとの間に、昭和35年厚生省値と束京

都衛生局発表の「昭和43年度における來京都乳幼児発育

状況調査成績3，」との問にそれぞれ差がみられる。乳幼

児の体位の向上は数値の上からも明白である。個々の児

の発育状況を評緬することは重要な間題である。これに

はいろいろな方法がある。まず、標準値とみなされるも

のとの比較がよく行なわれるが、cross・sectionalな比

較だけでは本当の意味の発育を評価することは不可能で

ある。同時に乳幼児の身体発育は単に体重、身長などの

訂測値の評価だけによ ってなされてよいものではなく、

曇
口

からだつき・からだ全体のバラソスの評価が必要であ

る。それには種々の指数が使用されているが、カウブ指

数（Kaup・Davenport　Index）、　ローレノレ指数（Roher

Index）などがそれである。
　カウプ指数については、 中村o、中山ら51、船川らoの

大規模な調査研究がみられるが、個々の児についての

longitudina夏な追跡を行なっている報告はみない・そ

こで笹者は個々の児のカウブ指数の経過を追跡して、児

の身体発育、栄養状態を把捉し体型の変化を理解しよう

と試みた。

H　調査対象と方法

　対象は愛育病院産科にて昭和42年1月から同年12月ま

での間に出生し・生後2年以上愛育病院保健指導部（以

下‘保指部と略す）にて経過を観察し得た児である。こ

れらg児は・生後1年までは月に大体1回・ その後生後

2年までは年に3～4回、その後6才に至るまでは年に

1～2回保指部を受診しているQ

　保指部受診の際に身体計測を行なうわけであるが、特

別の揚合を除き同一の測定者によって計測されている。

1。　月令別、性別力ウプ指数

皿　調　査　成　績

　対象児個々に各廊令毎にカウブ指数を算出した。その

平均値を第1表に示した。

各月令とも男児は女児より大きい値をとっ ており・最

も大きい値を示す月令は男児は4か月、女児は5～6か

月であり、男児の3か月から8か月の6か月間、女児の

4か月から8か月までの5か月間はそれぞれ殆んど差が

ない。

　1才以後の経過をみると、男児は次第に値が小さくな

っていく瓜女児は1才後半から殆んど差はみられず・

大き くなる傾向にあるが有意ではない。

　このうち、1才前半とは1才1～5か月、1才後半は

1才6～11か月、2才前半は2才Q～5か月、2才後半

は2才e～耳か月の受診者を総合して算出したものであ

る。

2．　月令別力ウプ指数の分布

　第2衷に示した如く、各月令についてカウプ指数の分

布をみた。この場合・14．00以下・14・01～16・00・16・0工

～18，00、18．01～20．00、20，01～の5段階に区分した。

　14．00以下群は、1か月時が最も多く、男児では1か

月児280人のうち16人（5，7％）を占め・女児では同じく

272人中25人（9，2％）となっている。その後の月令で峠

男児が0～1人・女児も1～2人という分布であるが、

幼児期に入ると女児では急激に増加する。
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第1表月令別カウプ指数
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第2表　月・令別 カウ・ブ垂旨・数の分布
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　1生01撞16，00の群では、 男女児とも，1か月児が最も多

くV’男児力q疹月全体の47，9％、女児が同じく59．9％ と

なっセおり．～その後は月令とともにやや減少するがザ1

才をすぎると急速に再び増加する。
、 』，、、

　16，01～18・00の群をみ1ると、1、男児では2か屑から 2・才

前半までは最も多く、女児も多少の差はあってもL才前

半まで最も多い割合を占めている6・

』18、01～20．00に含まれる群は、　カ、ウ1ブ指数が疲も大き

い値を示す月令とその近く．の月令の時にお吟て多 く覚エ

か見と1才以降においては有意に少ない6同様のこと
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が、カウプ指数20，01以上の群においてもい える。

3．　カウプ指数の経時的観察・

　保揖部を受診している児のうち、一生後2年間の殆んど

各月令毎に受診している男児138人、女児139人を選びこ

薙らを埠跡可能群として、カウプ指教の変化について検

討した。．この場合・ 重点的に7時点を選んだ。すなね

ち、4か肩、8か月、12か月、1才前・後半、2才前・

後半である。

1〉　追跡可能群の月令別区分の変化・

　出生時のカウブ指数の区分を基準にして、 その区分に

属していたものがその後如何なる変化を示すかを検討し

た。この時に用いたカウブ指数の区分は各月令の平均値

Mの上下に1／2標準偏差σをつけ、M十1／2σ以上を「大」

M－1／2σ以下を「小」、その中間を「中」として区分し

た。出生時における区分は、男児では「大」、F 「中」｛ 「小」

各々46人づつ、女児では「大」、　「中」が48人、「小』が

43人となっている。

男児の出生時r大」に属していたものは、・その後各年

月令において約3／4が「大」 と「中」に属しており、「小」

になっだものは少ない。出生時「中」 に属していた46人

は、8か月時に「大」、「中」及び「小」との間の差が最

も少ないがそり他の時慮では「中」が最も多く40～60％

近くを占めている。一方、出生時「小」群の変化は、各

月令とも「小」群が最も多いがその割合は一定しない。

　女児については、 三群に一定 した傾向はないが、しい

ていえぱ、出生時「小j群では経過とともに「中」に含

まれるものが多くなり、受の割合獄次第に多くなる。こ

れらのことについては第3表に示した。

2）平均値との差による検討

　個々の児の各時点におけるカ ウブ指数が、同年次保指

部受診者の平均値と如何なる差をもっ七経過しているか

をみた。この場合、 傑指部受診者全員の各時点の平均値

．との差を百分率で表わして区別した。A群：一5．1％以

下、B群＝一〇．1～一5．0％，C群：0ん4．9鬼、D群＝5．Q

％以上に分けた。

　出生時においては｛男児はD群がやや多く、31．1％で

あり、女児も同様にD群が多く．33，1％で男女差はないo

その後各時点において・ 次第に各群間に差はなくなる

が、・幼児期にはD群の減少は更に著明となりA群が増え

てくる6

　出生時における差を基準としズそめ後め変化を第4表

第3表カウブ指数の変化く1）

出　生　時
大 中 小

46人 46人
46 人

大卜・中・ 小 大1中’1小 大 1中 レ小・
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、第4表．カウブ指数の変化 （2）
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に示レた。男児についてまず検討すると、出生時A群35

人の変化は㌧／各時点ともA群のままであるものが最も多

いが、B及びC群に変るものも20～30％はみられるqし

かレD群にな為ものは乳堤期には多いが幼児頬になると

有罵礁少ない。』出生時B群とC群の変化ぱr定ゆ傾向が

なく．β群養（》群ζの間を移行して経過していると考えら

れる変化を示している。繊生時D群は出生時に最も大き

い値を示した群であるが、乳児期、幼児期を通じてD群

にとどまるものが次第に少なくなる傾向にあるが、2才

後半には再びD群に50躍以上のものが復帰してくる。

　女児においてもほぼ同様の結果を示している。

lV　考

　出生時から幼児期にいたる間のカ・ウゾ指数を個々の乳

児について算出し追跡を行なった。先に述べたようにカ

ウブ指数に関する研究は・中村4，・中山ら5レ・船川ら6，の

ほかに大規模数研究は少なく、まして10ロgitudinalな

追跡厨査はみつからない。

　 このカウプ緻は、中盧が指摘するように、体型をみ

るための指標としてまず考案されたものであるが、わが

国では栄養状態の評飼1解段として用いられることが多

いず簸者は、本来の暑体のバランスをみる摺標としてみ

なおすこ鳶に1よ与てヤカウブ指数の持つ意嚢脅再検討し

よう』と今回の調査を試みたわけである。

　筆者の成績しよ、㈱4智中出ら5，・『船川ら6｝φ値に比較

察

して293の月令を除き各月令とも大きし｝。幼児期につ

いては区分にそれぞれ違いがあり比較し馨いが・幼児期

は乳児期より小さい値をとっているし・更に乳児期に地

べて一定の傾向がみられない。乳児期のかウブ指数は、

中村へ中山ら肌船川ら61の値と今回の値との年次的比

較は》約10年間の間隔があるわけだが、次第に大きくな

っ．ている。ζの理由として、・栄養法の改善がこの乳児期

の体位の向上をもたらしたとよくいわれるが、r の20年

問では・身畏の伸びに比べ体重の伸びが著明だったこと

ヵミこ卯結果から判断することができる毫山下ら9は栄養

別にカウブ指数を求めているが、その頃に毘べ、また昭

和35宰当時と比ぺて昭和42年頃は愛育病院においても母
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乳栄養児より入工栄養児の増加が著明となっていう。 こ

のこともカウブ指数を大きくした因子の一つであるかも

しれぬ。筆者は栄養別の検討を行なっていないが、他の

指数による検討を行なうときに予定しているので次の機

会に報告する。

　最高値を示した月令は・男児4か月・女児5か月であ

るが・これは船川ら6〕の成績と同様の結果である。カウ

ブ指数の曲線を描いた場合、筆者の曲線は凹凸が少なく

平滑であるのに比べ、船川ら6レの曲線は凹凸が大きい。

前者の曲線は同一施設で指導され追跡されている児の結

果であるが・後渚は全国から抽出した乳幼児から求めた

・crQss－sec廿oロa1な値を結んで得た曲線である。この相

違であろうと思われるム

　中村0はカウプ指数を用いて乳児の栄養状態の評価に

用いるべき栄養状態分類表を発表し、更にそれを求める

ノモグラ7を1乍製している。現在、現場の多くでこの栄

養状態の分類表を用いて乳幼児の栄養状態を判定してい

るが、中村嶺レもいうように若い月令においてはこの分類

麹調恥熱聾騨鱒ず翠と、漫こ・1ゆ鵜
はやはり本来の体型の指標としての役割を璽要視した

、・。すなわ1ち栄養状態の判定には、筋肉の緊張状態、皮

下脂肪厚なども必要となり、生理作用の発達の程度も重

　要な栄養状態判定の因子となると考えるためである。

　　今回、カウブ指数を出生時より追跡したが、その際比

　較検討の手段として・標準偏差による区分と平均値との

　差との関係をみた二通りによった。偏差を用いて区分し

　た場合、出生時の区分がそのまま幼児期まで経過するも

　のが30％前後であるが、出生時r大」群では区分が下っ

　ていくもの、すなわち「中」が「小」群に転落するもの

　が多いのが目立つ。一方、出生時r小」群ではむしろ大

　きくなるものが多い。平均値との差による比較では、偏

　差を用いて比較した場合とほぼ同様の成織である。出生

　時において、一〇，1～一5・O％（B群）・ 飴＋4・9％（C

　群）に属した群は当然変動が大きい。変動の主なものは

　B群からC群へ、C群からB群に移行するものであり・

　これらは標準偏差による区分では「中』群に属するもの

　が大部分である。

　　この追跡調査からみて・出生時の指数だけによって将

　来の体型を予想することは困難であり、児の発育が多く

　の因子によって多元的に影響されていることがこのカウ

．才脚興堕だけで容易嚥桝れ秘，過．字』．、
「重に究明する1こと 幡よりr乳幼児の発育を理解じ・それを

　保健指導の実際に役立てたい。

V　結 語

　昭和42年1月から12月ま、でに愛育病陽産科で出生し・

洞院保健指導部にて経過観察された児を対象に月令別に

カウブ指数を算出した。各月令の平均値は、昭和35年度

発育調査資料より得られた値（船川ら）より2・3の月

令を除いて大きいo

　生後2年間のカウブ指数の追跡を行なった。出生時の

カウブ指数から将来の体型の予想を行なうことは困難で

．あり、多くの因子がカウブ指数の変化に影響しているこ

とが想像できる。
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Body ~4eastirelhe~lt and Some Indices (~ 5 

T-On Kaup lhdex-

Dept. 2 Akira Takano 

Haruke, Sakyma 

Kaup-ba~enphrt Indek is generally used as a means to ~valuate physical deYelopment ,of infantsL 

Since thi~ Ihdex has beeh rilor~ ti~ed ~~ a ineans of ~valuating nutriti~re condition than as an actepted 

meari~ ef i~dicatin~ body-type, it,seems it is time for reLexaminihg its use. A$ no longittidinal study 

ha~ been inade up td pfesent:iollowing=up :this kaup- Index. I~re tried to ~e-reto~nis~~ it~~ sighificance 

as an inde)~ te bedy-type following ti~･the infants, who were born and later brought fot he~Lltb: 
gtiidaice at the same institute, froin_ the tiln~ Qf their birth. 

The subjects cf the present study aie the.infants who were born at Aiiku Hospital and,then have 

been fellowed tip at the Health Guidance Dept, ef th~ same ho~pital. The Kau~ Index bf these sub-

ject~ in each,iiohth by age is la}get tha::: that calculated J)y Furi~~awa et al. from:, Ith~. vajue * Ina* 

terial~ iri 1960. (rhe m:oriths ,shdwing the largest value*are 4-7 months. , * ; ; = , 

Ldngitudinal follow-up study of these stthjects. 'classifying these s.ubjeets =by Kaup ~nd~x at the. 

time',of theix't,irth, shows tha:t it is difficult to presuppose ,the infant's bodyttype frqm>th~ I*ndex at･ : 

the time of its birth, and it is 'iourid that 1~aridus factor~ha~e some influencej on,the physical cevelop. 

ment of the infant in its proc~~s. 
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